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  子どもと子育て家庭への支援の 

あり方検討有識者会議 資料２ 

 

複合施設に必要な機能について 

 

これまでの会議における子どもと子育て家庭への望ましい支援のあり方の議論の中で、複合施

設を設置することによって、以下のようなことが達成できるのではないかという意見が出された。 

・同じ施設内での日常的な認識共有を通じた関係機関の連携強化 

・ライフステージを通じた一貫した支援 

・複雑な課題に対する多機関の連携による一体的な支援 

・相談機能の集約による分かりやすい総合相談窓口の設置 

・支援情報の一元化 

・拠点としての複合施設がハブとなった他施設や地域との効果的な連携 

・子どもと子育て家庭への新たな居場所の提供 

・マンパワーが効率的に発揮できるような体制の整備 

 

こうした視点を踏まえ、具体的にどのような機能を複合施設に含むべきかについて、以下のよ

うな観点から検討する。 

① 子どもと子育て家庭への支援を行う複合施設において、その核とすべき機能は何か 

② 同一の施設に含むことで、連携や効率等の点で相乗効果が得られる機能は何と何か 

③ 支援面以外に、複合化することによる副次的なメリットがある機能は何か 

④ そのほかに、合わせて複合化することが望ましい機能は何か 

 

 

※本日の議論における、「機能」については、事業レベル、施設・機関・組織レベル、いずれで語

られても良いものとします。たとえば、「○○相談機能が必要」という意見でも、「○○センタ

ーが必要」という意見でも、いずれでも結構です。 

 

※これまでの庁内検討及び本有識者会議等で言及された主な機能については、別紙のとおりです

（参考資料ですので、それ以外の機能について言及しても結構です）。 


